




















































































































紀 1)、曽篠　恭裕 2)、宮田　　昭 2)、　鈴木　隆雄 2)
国内外の災害救援では救援チームの活動終了後、持ち込まれた資機
材は次の災害に備え被災地に寄贈される場合がある。しかし、その
維持管理には課題も多い。今回ERU資機材に採用予定のリチウムイ
オン電池を用いたポータブル電源装置は、救援活動のみならず、そ
の後も長期にわたり使用する事ができる。今後の救援資機材の選定
に際しては、寄贈後に被災地でも長期間使用されるものを考慮し、
救援資機材として取り入れていかなければならない。
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